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南信州広域連合第１回広域連合会議 結果報告

日時：平成26年４月15日(火)13：54～14:35

場所：長野県飯田合同庁舎 301号（講堂）

１  開  会…13:54

【出席者】14市町村長（阿南副町長）・佐藤副管理者

〔下伊那地方事務所〕有賀所長・松田副所長・丹羽地域政策課長

〔飯田保健福祉事務所〕北澤副所長

〔飯田建設事務所〕山岸所長

〔飯田市〕清水企画部企画課長補佐

〔町村会〕牛久保事務局長

〔飯田広域消防〕桂消防長・関島消防次長

〔飯田環境センター〕米山事務長

【事務局】渡邉事務局長・吉川事務局次長・塚平事務局次長補佐兼企画調整担当専門主査・北原事務局次

長補佐兼庶務係長・秦野事務局次長補佐兼広域振興係長・下島介護保険係長・片桐庶務係主事

２  広域連合長挨拶

  新年度となり、新しい事務局体制で１年間お世話になる。有賀下伊那地方事務所長さんには、課題の多

い広域連合に対して提言、助言をいただきたい。３月末をもって佐々木阿南町長が退任された。本日は代

理の方の出席であるが、改めてねぎらわせていただきたい。本当にお世話になりました。

  先週末、第４次広域計画に当たる「基本構想・基本計画」の策定委員会が開催された。リニア・三遠南

信の時代を見据えた形で策定できればと考えている。

３  協議事項

(1) 平成26年度の事務局体制について（資料No.１、1-2）

…新任職員紹介及び資料による説明

・事務局新任者の紹介

・消防長、消防次長の紹介

・資料No.1-2「事務局としての本年度のテーマ」の説明（渡邉事務局長）

  １番目として懸案事項、重要事項の着実な処理・推進。２番目の事務事業の点検・評価について、

市町村からの負担金で予算をまかなっているが、業務目標や評価を今まで以上に首長さん方に情報

共有していただき、予算編成、事務事業の検討に反映したい。その結果として、地域が大きく変わ

ろうとしている中で、必要に応じ新たな事業に取り組む余地を生み出す、あるいはその可能性を担

保していきたい。３番目の広域行政における事務局機能のあり方の研究では、土木振興会、町村会

との連携を深めながら、一体的に様々な事に取り組んでいきたいと思っている。また、当面は上伊

那広域連合との交流を深め、状況によっては木曽広域連合の事務局とも交流していきたい。折に触

れて情報の共有をし、交流を深めていきたい。

【質疑なし】

(2) リニアを活かした「地域づくり勉強会」の報告について（資料NO.２）

…資料による説明（吉川事務局次長）

県の道路建設課が事務局を務める、リニアに関係する検討組織。３月17日に県飯田合同庁舎の講堂

で開催された。参加者として、飯田市という立場で牧野市長、飯田下伊那を代表する立場で伊藤下條

村長に出席していただいた。
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事務局からこれまでの議論・発言等をまとめた資料「伊那谷広域交流圏の実現を目指して」の説明

があり、それに基づいて意見交換が行われた。意見の内、主なものとしては以下の通り。

・具体的に、誰がどこまでいつまでに行うかが大事で、特にハード面については内容を深めていく必

要がある。

・広域交流圏実現に向けて、どこにどう手を付けていくかという議論を更に進めていくことが必要。

・役割分担を決めることが必要。

・中間駅は１か所で、国道153号線は最優先だという共通認識になってきているので、今のペースを

落とさないように。国道151号線については、竜丘から中間駅までのルート案を早く示して欲しい。

・もう少しビジョンを具体化する必要があるのではないか。

座長の取りまとめとして、具体的な取り組みは引き続き研究を深めていく。その方法は事務局で検

討し、相談していきたいとのことであった。

【質疑なし】

(3) 基本構想・基本計画の策定作業について（資料NO.３、3-2）

…資料による説明（渡邉事務局長）

冒頭の連合長挨拶にもあったとおり、先日の土曜日に第１回の策定委員会を開催した。初回という

ことで、オリエンテーションとして基本的な情報の共有を図った。資料 No.３に策定委員の名簿、資

料No.3-2に第１回策定委員会の報告が記載してある。第２回目については、平成22年に策定した「リ

ニア将来ビジョン」の時の有識者方との懇談会を予定しているため、実質的な議論は第３回目以降に

なるかと思われる。そこでの集約についてはこの場に諮りながら、委員会とやり取りをしながら計画

に反映していきたい。

…資料による説明（塚平次長補佐）

次回（第２回）策定委員会の説明。資料No.3-2の後段にあるとおり、「リニア将来ビジョン有識者

懇談会」として開催する。有識者名簿に記載されている12名の先生方に出席確認をしている。出席し

ていただける有識者と市町村長さん方との懇談会にしたい。リニアに対する飯田市の立場の説明と、

県のリニア基本構想・基本計画の説明の後に予定している。５月10日（土）午後２時30分から午後

５時、県飯田合同庁舎講堂にて。委員会終了後には、懇親会も予定しているので是非ご出席いただき

たい。詳細は後日通知いたします。

【質疑なし】

(4) 中央道法面整備要望活動について（資料４）

…資料による説明（吉川事務局次長）

３月10日、NEXCO中日本名古屋支社に伺い要望活動を行ってきた。広域議会からは林議長、井坪環

境・福祉・医療検討委員長、事務局から局長の金田、次長の吉川が出席。先方からは中斉副支社長、

伊東総合サービス部長、村田保全・サービス事業部長に対応していただいた。

主なやり取りは資料にあるとおり。副支社長からは「草や雑木の処理は年２回を基本とし、個別の

箇所についても支障のある所は行政の皆様と相談して対応している。ただ現在の最優先課題として、

笹子トンネルの事故以降、安全性の向上に社を挙げて注力している状況の中で、法面の管理には限ら

れた予算と人手の中で対応せざるを得ない。個別の対応については、飯田保全サービスセンターを窓

口にして、精一杯やっていきたい。地域にご迷惑をお掛けしないようにしたい。沿線の環境対策協議

会からも個別の要望を承っているので、それについても対応していきたい。」という説明があった。

【質疑なし】

(5) 「南信州いいむす２１」登録判定事業所の概要 （資料５）

…資料による説明（秦野次長補佐）

登録事業所の更新について、審査で「適合」と認められた３件の承認について。
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・飯田広域消防本部･･･中級更新

・有限会社 飯田美掃･･･初級更新

・有限会社 宮口屋･･･初級更新

【質疑なし】承認された。

(6) 三遠南信地域連携に関する委員等の選出について（資料６）

…資料による説明（秦野次長補佐）

SENA 規約により、平成26 年度においては当圏域から２名の委員を選出する。事務局案としては、

慣例に従い、「副連合長」であり「町村会長」の下條村長と、「総務・文教・消防部会長」である平谷

村長の選出を提案させていただく。

【質疑なし】承認された。

(7) 「水資源保全全国自治体連絡会（仮称）」への入会について（資料７）

…資料による説明（吉川事務局次長）

広域連合の直接案件ではないが、情報提供としてのお願い。「水資源保全全国自治体連絡会（仮称）」

が設立される。発起人は長野県の佐久市長。既に各自治体には入会依頼文書が届いているかと思う。

内容については資料のとおり。３月28日までが申込み期限となっているが、まだ期間の猶予がある

ということなので検討いただければと思う。お聞きしている範囲では、飯田市と根羽村が加入の方

向である。

【質疑なし】事務局が加入についての最終確認（取りまとめ）をすることとなる。

４ 長野県から「信州山の日」・「しあわせ信州シェアスペース」について

  …下伊那地方事務所 丹羽地域政策課長

  長野県では、７月第４土曜日を「信州山の日」と定めた。これを機に今年度を「信州の山 新世紀元

年」と位置付け様々な行事等を展開していく。７月15日から８月14日を「信州 山の月間」として、

各種行事や情報発信を集中的に実施する期間としている。信州の山に関わる行事や情報を様々な媒体を

通じて一元的に発信していくので、既に情報をいただいている所もあるが追加があれば地域政策課まで

寄せていただきたい。地方事務所としても、今年は山の事業に重点的に取り組んでいきたいと思ってい

る。市町村で何かやりたいということがあれば遠慮無く地方事務所まで相談いただきたい。

  しあわせ信州シェアスペースについて、26年８月に東京銀座のすずらん通り沿いの新築ビルにオープ

ン予定。県としては様々なイベントを仕掛け、多くの方に来場していただくことを考えている。資料裏

面の囲いの中にある「フロアイメージ」について、１階にリビングスペース、２階にキッチン付きイベ

ントスペース及び観光PRスペース、３階にコワーキングスペース及び移住交流・就職相談スペースを設

ける。３階には信州の食材を使用した民間のレストランが入る予定。各市町村においては、積極的にこ

の場所を活用し、リニアを見据えた情報発信をしてほしい。

【質疑】

・金額的なものは決まっていないのか。

→市長会、町村会からも大きな負担をいただいている。何日使うかといったような各ケースにより、相

談をいただいた上で金額的なものが出る。受付は県観光部で行っているのでまずは相談していただき、

費用負担についてはそのあとお示しできるかと思う。（有賀地方事務所長）

５  その他
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(1) 「ツアーオブジャパン」について

   …飯田市観光課 竹内課長

    今年で９回目となる、飯田市を会場とした「南信州ステージ」が５月21日（水）に開催される。

今年は海外から７チーム、国内から９チーム、総勢96名が参戦予定。コースの内容と交通規制は例

年通り。各町村の担当者には、チラシの配布依頼をさせていただいている。郡内住民の皆様に全戸

配布予定。当日は、長時間にわたる交通規制が敷かれ大変ご迷惑をお掛けするが、南信州唯一の国

際競技であり、ご理解とご協力をお願いする。

【質疑なし】

  (2)  天龍村長より

   ・飯田測候所は現在も有人で何か活動しているのか。

   →無人で、機械が置いてあるのみ。費用的にも広域連合とは関係なし。それとは別に、気象アドバイ

ザーを広域連合として委嘱しお願いしている。

   ・気象アドバイザーを置く意味の一つとして、「桜の開花宣言」というのもあるかと思う。天龍村は桜

が一番に咲くが、一度も気象アドバイザーが見えられたことがない。飯田より北の情報はよく新聞に

も載るが、こちらの方にも来てもらいたいと思っている。

   →先日その話をいただいた後、事務局の担当者には来年度以降に向けて検討するよう指示してある。

年間でどのような情報を出していくかといったことも含め、整理をしてお知らせしたいと考えている。

（渡邉事務局長）

     

(3) 「望郷の鐘」について

…熊谷阿智村長

満蒙開拓平和記念館が、まもなく開館 1 周年を迎える。順調に集客もある中で、東京のプロダク

ションの方がお見えになり、是非満蒙開拓の映画を作りたいとの話があった。これからロケに入り

秋に完成予定。「制作協力券」ならば安く購入できることも含め、ご承知いただきたい。

【意見等】

・戦争の悲惨さが風化する中、当時着用した服などを展示し、解説すれば、子供たちも興味を持っ

てくれるのでは。そういった工夫をしてはどうか。

６  今後の日程

５月10日（土） リニア有識者との懇談会

５月15日（木） 広域連合会議

５月19日（月） 広域連合議会第１回臨時会

７ 閉 会…14：35


